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ました。理工学部の建築学科の蔵書は、ほとんど彼ら

の事務所で借りていたんですよ（笑）。

古谷｜図書館に返してなかったわけですね。

石山｜長期返却不能という感じでした。ですから当時、

僕はすごく外国の事情をよく知っていたと思います。

彼らを通じて、アーキグラムとかそういう人たちのことも

分かりましたし、建築が本格的に面白いかもしれない

と思ったのは、そこでのことがきっかけじゃないかと思

いますね。

古谷｜それは2年生とか3年生とか、その頃ということ

ですか。

石山｜そうです。3年が終わった頃。それから、僕もお

金がないから時々、何々建設とかにバイトに行くわけで

すよ。そうすると、設計部長とか偉い人が僕が仕事し

ているのを見て「お前は、サラリーマンは無理だ」って

言うんですよね（笑）。僕も何となくそう思っていたんで、

「やっぱり勤め人になるのは向いていない。雇い主が

言うんだから、間違いないな」と思った。それで一応、

かなり初期に、自分でやっちゃえと決めたんじゃないで

しょうかね。だから、1年か2年先輩たちの存在と、そ

れから先生たちの、ある意味では厳しい指導によりま

すね。だけど、今思うと、穂積先生がCをくれたのは非

常に正しいと思う。歴然たるCでしたね。今、学生が

あんなもの出してきたら、僕はDをつける（笑）。

古谷｜チームボスの話をもう少し。チームってことは、何

人かの人でつくっていたんですね。

石山｜そうです。4、5人でやっていたんです。

古谷｜どこかにアトリエみたいなものがあって？

石山｜早稲田の本部の、昔の木造の製図室の近くに

あった木造モルタルのちょっとお洒落な洋館でやって

いました。そこで吉阪先生に来た仕事を、自分たちの

名前でやっていました。

古谷｜でも、学生でしょ？

石山｜学生です。だから、相当マセていたんですね、彼

らは。厚顔な人たちだったから、先生の言うことは全く

聞かないんですよ（笑）。それで確信犯的にそういうこ

とをやっていた。彼らに僕は色濃く影響されていたと

思います。

古谷｜そこに入り浸っていたわけですね。仕事も手伝っ

たりしていたんですか。

石山｜実際の仕事は手伝わせてくれなかったけど、チ

ームボスという名前でコンペに応募したりはしました。

アイデアコンペですけどね。

古谷｜で、賞金を稼ぐわけですか？

石山｜そう、賞金稼ぎとしては、確率が高かったです

ね。審査員の顔でだいたい、こういう案を出せば通る

…というのが分かる（笑）。完璧に審査員に合わせた。

古谷｜すごい生活力ですね。

大学院では歴史研の門を叩いた
─

古谷｜その後、卒論の時ですか、歴史研を選ぶのは？

石山｜いやいや。僕はひねくれていたから、卒論は、な

ぜか田村（恭）先生の材料施工へいったんですよ。そ

れでね、「プレハブ住宅の組み立てに関する考察」と

いって、現場に張りついて、そういう勉強をしていまし

た。

古谷｜そういうことに関心があったわけですか？

石山｜何となく関心がありましたね。組み立てるとか、そ

れにどれぐらいエネルギーがかかるか、時間がかかる

か…、みたいなことに、なぜか関心があったんです。

古谷｜でも、最終的に大学院では、渡辺保忠研究室、

つまり歴史の研究室にいかれるんですよね。

石山｜そう。それはね、当時はだいたい40─50人が吉

阪研究室にいったんですよ。僕も本当は吉阪先生が

好きだったけど、あんまりみんながいくから、僕みたい

なタイプはやっぱりみんながいくところは嫌だ、いきたく

ない。でも、施工もやりたいこととはちょっと違うなと思っ

て、大学院では、歴史研の門を叩いたわけですよ。そ

したらそこは、入室希望者が何年に1人だったんです

よ。「いらっしゃいませ」みたいな感じで、すごく歓迎さ

れちゃって、抜けられなくなっちゃった。僕は3年ぶりぐ

らいに入った学生だったと思います。

古谷｜もちろん1人？

石山｜1人ですよ。そこでは、大先生と呼んでいた、ど

っしりした大
たいじん

人風で鷹揚な田辺泰先生と、ピリピリした

天才肌の渡辺保忠先生、その2人に徹底的に可愛が

られました。相撲部屋みたいでしたよ。

古谷｜他に先輩はいらっしゃった？

石山｜いるんですけど、たまたま1人でボソッと行ったか

ら、妙に先生方の注目が集まっちゃって、1年目は田辺

先生のお茶入れと、掃除が仕事で、行儀作法を厳しく

教えられました。田辺先生は花とプロレスがお好きで、

ジャイアント馬場の話もよく聞かされました。でも、伊東

忠太先生と行ったシルクロードの話とか、時々ポロッと

面白い話を聞かせてもらったりもしました。渡辺保忠

先生はすごくピリピリした先生だったから、朝、廊下で

会って大きい声で「おはようございます」って言ったら

「その元気さが嫌だ」って言われてね、非常に難しい

先生でしたね（笑）。

古谷｜でも多くを学ばれたわけですよね。

石山｜いやぁ、多くを学びました。田辺先生は何をして

もいいんですが、礼儀は守れって…。僕としては時々、

先生のテーブルに花を生けたりすると、先生は絶賛す
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建築に進んでから「あれ！？」
─

古谷｜この特集は、1号ごとに1人の建築家にご登場

いただいて、その方のいろいろな側面から特集記事

を仕立てるんですが、そのうちのひとつがこの対談な

んです。対談というよりはむしろ、石山さんにお話を伺

うという趣向ですね。ちょっと長時間になりますけど、よ

ろしくお願いします。

恒例の質問がありまして、「どうして建築家になったん

ですか？」というお話から聞くことになっているんです

が、石山さんの場合は、ずっと岩登り、山登りをされて

いて、本当はそのまま一生いきたかったけれども、何か

の間違いで建築学科に入った…、というようなことを読

んだ記憶があります。

石山｜僕は、高校と大学がつながっている学校だった

んですね。

古谷｜早稲田の高等学院ですよね。

石山｜はい。だから受験勉強がなくて、本当に野放図

に育ったんだろうと思います。で、中学3年の頃からち

ょっと危ない山登りを始めた。

古谷｜本格的な山登りということですね。

石山｜そうです。沢登りとか岩登りをやって、かなり熱を

上げていた。ちょっとキザなことを言いますけれども、

山登りってうまい人ほど死ぬんですね。要するにグレー

ドが上がるにしたがって、死ぬ確率が高くなるという不

思議なスポーツだと思うんです。ある時、それに非常

に恐怖を感じたことと、それからちょっと背が低かった

ものですから、そんなに極めることができないな…とい

うことが分かった。垂直の岩壁で、あともう2ｃｍ手が

伸びると次の段階にいくんだけど、どうしてもそれがで

きない。そういう肉体的な限界というのかな、それをす

ごく感じた。建築設計にはそういうことはないと思いま

すけれども、山登りというのはきわめて厳しい世界なん

です。それでたしか大学の3年生の時に、山登りはも

うやめないと危ないなと思って挫折したわけです。そ

れで結局は、山登りから建築へと、両極端ぐらいに違

う世界にいっちゃった。だいたい、山に登っているよう

なヤツは、みんな能天気なヤツばかりだったから…。

古谷｜高校時代の話ですね？

石山｜そうです。山に登って何とかメシを食っていくに

はどうしたらいいかという話の時に、「それはダムをつく

る仕事がいいんじゃないか」、「ダムは山の中にあるか

ら、それは良い」、「ダムをつくる勉強はどこだ？」となっ

て、「それは建築じゃないか」という、とんでもない話に

なって建築に進んじゃったんです。入ってみたら「あ

れ！？」って思ったんですけど、まぁ仕方ないなと思って

（笑）。だから、「どうしても建築！」と言って入ったわけで

はないんですよ。

古谷｜大学時代の話、これも何かに書いてあった話で

すが、石山さんは穂積（信夫）先生に設計製図で“C”を

もらった。だけどTAの方たちは「お前の案はものすご

く良い」と“A＋”と小さく書いてくれたという話…。
石山｜そうです。たしか、設計事務所の設計という課

題で、自分じゃ結構いけてると思ったんですけれども、

穂積先生は何しろ最低点のCなんです。「これは先生

の方がおかしいんだ」と怒っていたら、先輩たちが一

番下に埋もれている僕の図面を見て「これは良い、

A＋だ。頑張れ」みたいに、まぁ、かなり大きく書いてく
れていたんです。当時の先輩たちはみんな、後輩の

面倒を見たんですよ。非常に不思議な先輩たちだっ

たんです。僕は単純ですから、コロッと、先輩たちはす

ごいと思ったんですね（笑）。彼らは“チームボス”といっ

て、大学院にはいかなかったんだけど、吉阪（隆正）先

生の息がかかっていて、学生の頃から、たしかどこか

の中学校を設計していたような人たちなんです。非常

に腕が立つ人たちで、まぁ狼藉ものたちですよね。な

ぜか生活力もあって、学生の頃から、自分たちでメシ

を食っていたんです。僕は彼らのところに入り浸ってい
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特集2｜［対談］時代を導く人─10

Osamu Ishiyama│建築家│ゲスト  ×  Nobuaki Furuya│建築家│聞き手

“秋葉原感覚”時からあった
開放系技術というキーワード。
石山修武　古谷誠章

special feature 1
special feature 2

special feature 3
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［1］ ダムダン空間工作所
1968年に早稲田大学建築学科の同級生3名と
つくった設計集団。1973年に「（株）ダムダン空間
工作所」として正式に設計事務所とした

んとか…、うーんと若いんだけど、変に平等に会ってい

たんですよ。その中でも川合さんという人は極めつけ

に変な人だったですね。

古谷｜でも一目で、とにかくやられちゃった。

石山｜一目というか、ドラム缶みたいなコルゲート・チュ

ーブの住宅が強烈だったし、本人がむちゃくちゃ頭の

良い人なんですよ。5行ぐらいの数式をきちんと言える

ような人で、これはちょっとかなわない。僕も相当、教育

されたんですよ。でも、記憶力が悪いでしょ。そうすると

「スライドをこうやって空に透かして見ると、頭に焼き付

くぞ」なんてからかわれてね、まじめにそうやって見て

いたこともありますよ。

古谷｜最初に会った時には、川合さんは何とおっしゃっ

たんですか。

石山｜今でも思い出すけど、東京から車で豊橋まで行

って、明け方の4時30分くらいに着いたらね、月明か

りの中に丘一面のコスモス畑があって、そこに赤錆た

ドラム缶があるわけですから、あの光景はすごかった

ですよ。普通のヤツはみんなま
・ ・ ・

いると思いますね。だけ

どあの人はそういうのを待っているような面白いところ

がありますね。それで、6時くらいになったらドアを開け

てくれて、入ったら音楽がガンガン鳴っていました。も

う、話を聞く前から“やられちゃった”という感じだった。

それで話してくれることがみんな面白い。僕の場合は

一過性で終わらないんだ、なぜか。すごいなと思うと、

繰り返し学びに行くところがあるんです。

古谷｜一度くらい訪ねる人はいても、何度も何度も来る

ような人はいないというわけですね。

石山｜いないはずです。いろんなことを、もちろん物理、

経済、特に経済に関してはすごい人だったから、むち

ゃくちゃごった煮的にいろんなことを教えてくれるんだ

けど、途中で「こいつは、物理系はダメだ」というのが

たぶん分かったし、自分でも思い知らされるわけ。この

人のところにずっといても、この人を超えることはできな

いと思いました。それで幻庵になるんです。幻庵の時

は、つくって最初に川合さんをお呼びしました。そしたら

「石山君、これは芸術になっちゃったね」って言われ

た。それで僕はこっちの方面なんだなと思いました。

古谷｜それじゃあそこで少し袂が分かれるというか、川

合さんの路線とは違うものを見い出されたというか…。

石山｜ネガティブに見い出したんですね。

「幻庵」
─

古谷｜もう一度、話は戻りますが、幻庵のオーナー・榎

本さんに会うきっかけは？

石山｜榎本さんも川合さんの家に度々来られていたん

です。それで榎本さんの親戚の人がショールーム（「望

遠鏡」［1973］）をつくろうと思っていた。すごいお金持ち

なんですね、それで僕をまず実験台で使ってみた。案

の定、失敗はしないけど、そんなはかばかしいものじゃ

なかったんです。でも、榎本さんは見る目があって、育

てていくと良いものをつくるかもしれない、と思ったらし

い。なんせ金持ちだったから「こういうものをつくりたい

んだけど、失敗したら大きいヨット買うからいいよ」、「も

う一つ頼むから好きにやってくれ」とか…、そういうクラ

イアントだったですね。

古谷｜ヨットを買うか、幻庵を建てるか、どっちかとおっ

しゃった？

石山｜そうなんです。僕は当時、何で食っていたのか

記憶がないんですよ。小汚い事務所をやっていたけ

ど、でもまぁ、何となく飢え死にはしなかった（笑）。誰か

が金を稼いでくると、みんなで旅行ばっかりしていた。

でも、幻庵は異常に時間と情熱をかけた記憶がありま

すね。

古谷｜あれをつくられたのと、木造のドーム（「渥美二連ド

ーム」［1976］）をつくったりしていたのは、時間的にはど

ういう関係ですか？

石山｜木造のドームをつくりながら、幻庵だったですか

ね。

古谷｜じゃあ並行していたんですね。幻庵の方は明ら

かにどこかで川合さんの直接的な影響がありますが、

同時にやっていた木造の方は、これはバックミンスタ

ー・フラーですよね、原点は。

石山｜そうです。あれはね、僕がすごくマセていたと思

うんだけど、何しろ川合さんが「建築設計をやったって

食えないから、君、材木屋をやってみたらどうか。アメ

リカへ行ってこい」と言うわけです。結構そういうこと

に素直なんですよ、僕は。アメリカに行って材木屋をや

ることと、自分の人生がどう関係するか…というような

疑問は抱かない。とりあえず、じゃあ行こうかと。それ

でアメリカへ行って材木を本当に買って、それを売った

りしたんです。僕はいつのことだったかはっきり覚えて

ないけど、ある大手企業の建売住宅を900軒くらいつ

くっているんです。要するにコストとプライスのパフォー

マンスというものがすごく分かっていた。それは最初に

川合さんから教わったからね。アメリカの西海岸は、日

本の東海岸に最も近い…、それは何となく直感的に

分かった。そして材木の値段とか住宅の値段を、アメ

リカをバアッと走り回って調べたら、本当に安い。それ

で赤裸々なコストの不条理みたいなことを川合さんか

ら教わっていたから、材木商売みたいなこともやれた

んです。その頃にサンフランシスコの本屋さんで、たま

たま『ドーム・クック・ブック』という本を見つけたんで

んですよね。その頃、僕らのちょっと上にいた、黒川紀

章さんとか磯崎（新）さん、栄久庵（憲司）さんも万博を

そんな感じでやっていたんじゃないかな。今ならよく分

かります。そういう人がゴロゴロいたわけですよ。あん

まり肩書きなんかを言う人たちじゃなくて、やるならや

れ、という感じで、問題が起きても誰かが処理してくれ

た。非常に激しかったけど、安心して無駄なことをや

れたという感じでしょうかね。

古谷｜石山さんは、そこが空白で不思議だなと思って

いたんですが、実は淡 と々されていたんですね。

川合健二先生と榎本基純さん
─

古谷｜その後「幻庵」が出来るのは1975年ですけど、

あれはだいぶ前から何年もかかってつくられているん

ですよね。

石山｜ずいぶん時間がかかりましたね。

古谷｜石山さんがダムダンをつくられてからやり始めた

ことになるんだけど、そもそも施主だった榎本さんとは、

どういう出会いだったんですか。

石山｜榎本さんはですね、非常に変な人です。その前

に、川合健二さんという人に出会うんです。

古谷｜川合健二さんに引き合わされた？

石山｜引き合わされたっていうより、川合さんの家にずっ

と僕は何年も、もう泊まりがけで入り浸っていて、いろん

なことを教え込まれたんですよ。

古谷｜川合さんに出会うのが先になるんですね。石山

さんが川合健二さんを「この人だ！」と思われた最初の

きっかけは、どういうところだったんですか？

石山｜あのね、環境開発センターというのを浅田孝さん

がやっていて、そこに加川（浩）さんという、チームボス

の時に非常に親しくしていた先輩が勤めていたんで

す。それで20何歳で浅田さんの仕事を全部やってい

て、丸山（欣也）さんとか早稲田の先輩たちが手伝って

いたんですね。そういう状況があって、川合さんは浅

田孝さんの親友だったから、浅田さんのところで加川

さんは川合さんにちょこちょこ会っていたんです。それ

で「とてつもない変なヤツがいるから、お前1回会いに

行った方がいいよ」と言われて、僕はすぐ行ったんで

すよ。そしたら、「すげー人だなー」と、いっぺんにやら

れました。それで10年ぐらい通ったと思います。僕に

とっては、チームボスより数倍すごい体験だった。

古谷｜石山さんの年譜を振り返ってみると、いろんなと

ころで、とてつもない人に出会って、その人と付き合い

が出来て、また次の人に出会って…というようなケース

が多いですね。チームボスから始まって…。

石山｜そうですね。若い時から黒川さんとか栄久庵さ

るわけですよ。一方、保忠先生はそういうことが大嫌

いでしたし、建築雑誌を読んでいると殴られましたから

ね。「もっときちんとした本を読みなさい」って。『INAX 

REPORT』なんかも、読んでいたら確実に後ろからパ

カーンと叩かれたと思います。

古谷｜そういう本は、もっぱらさっきのチームボスの方に

行って読むわけですか、その頃も…。

石山｜その頃もまだ行っていましたね。入り浸っていると

いうよりも、昼間は大学の研究室にいて、お茶を出した

り、難しい本を読まされたり。それで夕方から夜を徹し

てチームボスに行っていました。正反対の生活だった

ですね、今から思うと。

古谷｜それで、大学院を出て、そのまま自分で事務所

をやることにつながるわけですよね。

石山｜4、5人仲間がいましてね。そうそう、あの頃は建

築展というのがあったんです。それで僕らは、なぜか

建築展の委員をやっていたんですよ。あれはすごくお

金が集まるんです。「これは結構いけるじゃないか。食

っていくのはそんなに難しいことじゃない…」みたいに

思っちゃった。それでコンペをやると賞金が入るじゃな

いですか。ナメたんでしょうね。ナメたっていうより、そ

れぐらいでも結構やれた。1960年代は隙間が多かっ

たのかな。もうすでに、その頃、なぜか万博の下請け

や元請けをやっていたんですよ。国際何とか地方館

は元請けでやっていましたからね。

古谷｜ダムダン［1］で？

石山｜その前です。チームボスの後、4、5人でやって

いました。もちろん下請けもあるんですよ。太陽テント

の何とかパビリオンとか、そういうものをバーッとこなし

ていましたからね。でも結局、万博の現場には全然行

かなかった（笑）。

古谷｜そうなんですか！？

石山｜関心がなかった。ただ、金を稼いで、よく旅行しま

した。

古谷｜振り返ると石山さんは万博のことについては、言

ったり書いたりしたことがないように思うんです。だけど

大学院を卒業して、事務所を開かれる頃がちょうど70

年のはずですよね。一応、万博はいろんな技術を駆使

したパビリオンが建ち並んだひとつの祭典だったから、

関心がなかったとは思えないなぁ、と前からちょっと不

思議に思っていて、今日は聞いてみたいことのひとつ

だったんです。

石山｜そうですか。チームボスの人たちの空中都市の

モデルもやりましたけど、あの頃は、20代で無名でも、

誰かが引っ張ってくれたんですよね。学生レベルでもち

ょっと目立つと「来ないか」というような人がたくさんい

て、結局、引っ張られる感じだった。人手が欲しかった

石
山
さ
ん
が
川
合
健
二
さ
ん
を「
こ
の
人
だ
！
」と
思
わ
れ
た

最
初
の
き
っ
か
け
は
、ど
う
い
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

│
古
谷

月
明
か
り
の
中
に
丘
一
面
の
コ
ス
モ
ス
畑
が
あ
っ
て
、

そ
こ
に
赤
錆
た
ド
ラ
ム
缶
が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、あ
の
光
景
は
す
ご
か
っ
た
。

も
う
、話
を
聞
く
前
か
ら〝
や
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
〞と
い
う
感
じ
だ
っ
た

│
石
山

special feature 1
special feature 2

special feature 3



26 INAX REPORT/188 27INAX REPORT/188

幻庵
所在地：愛知県新城市
設計：石山修武＋DAM・DAN空間工作所
敷地面積：5,600.00m2

建築面積：57.80m2

延床面積：60.30m2

規模：地上2階
構造：ねじ式シリンダー構造
工期：1973.7─1975.2
─
左─南面全景／右─エントランス見返し

石山｜見ていただきましたか、幻庵は？

古谷｜いや、実物はまだ拝見したことがないですが、他

のあの頃の“つくりっぱなし”といったら語弊があります

が、つくった後はどうにでもしなさい、という感じに比べ

ると、完成後の幻庵はえらく違いますね。これはやっぱ

り榎本さんに任されたからですか？

石山｜クライアントの才覚ですよ。趣味がすごく良かっ

たんですよ。榎本さんは早稲田のインド哲学と芸大と

両方出ている人で、荒川修作とも知り合いだったし、

いろんな芸術家と付き合っていて、それに対して的確

な批評ができる人でね。付き合ってから、大変な人と付

き合い始めている…ということがだんだん分かって、緊

張もしましたね。やっぱり施主の趣味に引きずられたん

じゃないでしょうか。

古谷｜石山さんはまだお若かったわけだけど、それに

応えようとしたわけですね。

石山｜そうです。負けたくないと思ったんだろうな。お施

主さんの趣味とか見識とか、そういうものに。

古谷｜それはたしか、建物の名前を決める時もそうだっ

たですよね。

石山｜そうです。榎本さんは“斜意庵”と言われた。斜

めに見る人ですからね。良い名前なんですけど、「アメ

リカインディアンみたいじゃないか」と言って、僕は反対

した（笑）。それで幻庵にしてもらったんです。

古谷｜そういうことを許す度量というか、そういうところ

がある方なんですね。

石山｜度量というか、あの人も本当に変な人でね、三河

の繊維問屋の跡取りだから、大金持ちなんだけど、初

す。これはフラーの影響を受けた人たちの本で、“料理

をつくるように家をつくりなさい”という非常に面白い本

でね、たまたまそういう施主が現れたから、その『ドー

ム・クック・ブック』に書いてあるとおりに渥美半島でド

ームをつくってみたんです。

古谷｜石山さんは、「フラーは概念は構築したけど、実

際にその手法を使ってつくった人たちが、フラーを立

派にした」という話をしていますが、それは『ドーム・ク

ック・ブック』を見て、何とかつくろうとした人たちのこと

ですよね。いわゆる普通の住宅を買おうとするタイプ

の人たちじゃないわけですね。

石山｜そうなんですよ。でもアメリカで6 ,000軒ぐらい

出来ていたんです。それで渥美半島でドームをつくっ

てみたら、とにかく雨がジャージャー漏るわけですよ。

それでドームの中で傘をさして、施主と「どうしようか」

と相談をする始末でね。僕は『ドーム・クック・ブック』

の編集者に、「本のとおりつくったら雨がジャージャー

漏るぞ」って、怒りに任せて手紙を書きましたよ。そした

ら「雨を楽しみなさい」という返事が来てね（笑）。

古谷｜まぁ、雨が降らないところなんでしょうね。

石山｜そうなんです。気がついてみたらね。

古谷｜ところで、石山さんは、「建てた後は、それがどう

使われていても、僕はあんまり構わない」とよく言われ

ていますし、そういうふうにやってこられたと思うんです

が、幻庵だけはちょっと違う。幻庵はつくり込まれている

し、彰国社の『ディテール』でお話を伺った時も、設計

もデザインも事細かくてストーブ用のスコップまで描か

れていました。
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伊豆の長八美術館［撮影：1987年］

［2］ 『「秋葉原」感覚で住宅を考える』石山修武著
［晶文社／1984］

［3］ 『バラック浄土』石山修武著［相模書房／
1982］

［4］ 『笑う住宅』石山修武著［筑摩書房／1986］

対面の時なんか、何しろ平社員として出て来たんで

す、オーナーなのに…。そして、「ここは僕の会社だけ

ど、社長は向いていないんだ。平社員が向いているん

です」みたいなことを言うんです。そういう趣味の良さ

があるんですね。それから、幻庵をつくって、榎本さん

にとって、良かったのか悪かったのか分からないけど、

後々、植木屋さんになっちゃった人ですから…。植木

屋になって、「苔とか木をいじっているのがとても自分

に向いている」って言うんです。いわゆる極上品ですよ

ね、人間として。今思うと、昔の“数奇な人”だったです

ね。そんな人に27歳ぐらいで出会った。榎本さんは特

別な人だったと、今でも思います。

古谷｜20代から始まって、30歳そこそこであれだけの

ものができちゃうと、何か重圧になるとか、今度はそれ

を何とかしようと思ったりしそうな感じがするんですが、

その辺りはどうだったんですか。

石山｜それはね、外からそう言われるんですよね。自分

では材木のことをやったり、それからご存じかどうか、

自動車会社のディーラーショップをたくさんつくるシステ

ムをつくったりして、それでいわゆるビジネスをしていま

したから、忙しいわけですよ。そうすると建築界にいる

友だちは、「あいつは “幻庵居士”だ。幻庵つくって死

んでいる」と言っている。自分では、「別に…」と思って

いても、人に言われると悔しい、こん畜生と思うじゃな

いですか。でも、あれから抜けるのにはすごく時間か

かったですね。

古谷｜それだけ幻庵は突出していました。

「伊豆の長八美術館」
─

古谷｜僕が初めて石山さんの話を直接聞いたのは、ず

っと後で、「伊豆の長八（美術館）」［1984］が出来るちょっ

と前ぐらいだったかな、早稲田大学に来られたんです

よ。その時は『「秋葉原」感覚で住宅を考える』［2］とい

う本を出された直後で、その本の話だったんですが、

講演を聴いてすごく衝撃的だった。例えば「トラックの

ヘッドライトとかイカ釣りのランプは、そのものだけの値

段で出来ているのに、デザイナーのつくったものには、

訳の分からない値段がくっついている」というお話で、

非常に新鮮だった。何しろ僕は穂積研究室でしたか

ら、そういうことには縁がない“普通”の設計活動をし

ていた。その時に石山さんは、「リーズナブルな感覚

で、必要とあらばアメリカから部材を輸入してでも、イ

カ釣りのランプを使ってでも、コルゲート・チューブを使

ってでも、何かを組み立てていく。しかもセルフビルド的

に自分の手でつくれるようなものがいいんだ」というとこ

ろで、一応、話は完結しているように見えたんです。で

も、 幻庵だけは、どうしてもそれとは違うように見えた。

石山｜古谷さんだから率直に話せるわけですが、それ

は僕が抱えてる最大の矛盾でしょうね。この矛盾は解

けないですよ、絶対に。自分の表現欲みたいなものと、

それから、これは渡辺保忠譲りの唯物論的な認識み

たいなもの、それを一
・ ・ ・ ・

緒くたにはできない。何というか、

やっぱり両方をやっていないと、自分はどうしても生きる

ことができない…、みたいな気持が時々襲ってきます

ね。だからチャンスがあると、それが出てくる感じが、

今でもしている。

古谷｜なるほど…。その講演の時には、まだ実現してい

なかったのですが、後に伊豆の長八美術館が出来て

すぐ見に行って、その時に少し謎が解けたような感じ

がしたんです。長八美術館は左官職人さんたちの技

術の集積で出来ているわけですが、コテ細工が芸術

性を標榜する。やっぱり芸術とか美術もどこかで技術

に支えられている、そういうものが重なり合うのかなと、

少し謎が解けた感じがしました。

石山｜そういうふうに受け取っていただくのが正しいと

思います。あの時は、伊豆の長八美術館の形とか素

材の使い方以上に、もし価値があるとしたら、延べ

2 ,000人の左官をオーガナイズしたことですよ。これ

は本当に価値があったと、誰かに言われたことがあり

ます。「その路線をもうちょっと継続していったら、違う

建設形態ができる可能性があった」と言われたけど、

そうだと思いましたね。

古谷｜石山さんの作品年譜としては、長八は住宅では

ない最初のもののように見えるんですが…。

石山｜そうです。初めての公共建築です。だから一生

懸命設計したこともあるけれど、やっぱり住宅とは少し

領土が違いましたね。聞かなきゃならない人たちの多

さとか、そういうことも含めてね。あれはゼネコンの施工

ですけど、ゼネコンに町が払ったお金と同じではない

けど、仕上げは全部、職人たちと僕が集めた金です

から、「何を言ってるんだ、ゼネコン」というような気持も

ありましたしね。

古谷｜松崎の町長との出会いはどういうきっかけだった

んですか。

石山｜『左官教室』という、マイナーな業界誌があった

んですね、つい先日、廃刊になりましたけど。そこの編

集者と仲が良かったんですが、「石山さん、伊豆の松

崎町でこういう話があるみたいだ。行った方がいいよ」

と教えてくれたんです。彼が言うんだから良いんだろう

と思って、すぐに模型をつくったんですよ。それを、『左

官教室』という雑誌に発表させてもらって、同時に町

長にも見てもらったんです。僕は無名でしたから、議会

は全員反対でした。地縁も血縁もないし、実績もそん

なにないと…。でも、反対されると頑張る人っているでし

ょう。町長は意地になったんでしょうね。それで議会で

言い放ったんですよ。「つくりたいヤツがつくるのが一

番だ」と。それであれが出来たんです。だから現場の

足場やシートが全部外れるまでは、やっぱり怖かった

ですよ。どんな出来上がりになるんだろうと思って…。

古谷｜2 ,000人の左官を組織したというのは、今の町

長さんの決断の後？

石山｜後です。

古谷｜最初から、「技術者を動員してつくりましょう」とい

う企画はあったわけですか？

石山｜僕が、こういう企画でやりましょうと提案して、そ

れが通ったんです。僕もちょっと慌てましたけど、日本

左官業組合連合会の会長にすぐ会いに行きました。

「お若いの！」みたいな人でね。すごいスーパーワンマ

ンでしたけど、奇跡的に「いいよ。金も職人も出してや

る。その代わり仕上げは俺の言うとおりに聞けよ！」と言

われた。「結構でございます」とは言ったんですが、そ

れが後から非常に厳しいことになるんです（笑）。もの

すごいケンカもしましたよ。

古谷｜今、足場が取れるまで怖かったっておっしゃいま

したけど、出来てすぐ池原（義郎）先生がご覧になりに

行ったんですよ。教室会議で僕は助手で議事録をと

っていたら、隣りに主任の池原先生がいらして、途中で

「古谷くん、石山さんの伊豆の長八は見たかい？ 良い

よ、きれいだ」と言われた。そう言われて急いで見に行

ったんですが、先ほども言いましたけど、幻庵以来、僕

の中で少し不思議に思っていたものが、融合し始めた

きっかけになったんです。その間、それこそ石山さん

の昔懐かしい『バラック浄土』［3］、『「秋葉原」感覚』が

あって、そして僕が面白いと思ったのが『笑う住宅』［4］

で、受け止める人が勝手に考えることを願っている雰

囲気が読み取れる感じがしました。

石山｜そうですか？ 僕はつくることと同じように書くことも

嫌いじゃなかったんです。それは、非常に厳しい編集

者2人に鍛えられたからなんですよ。『「秋葉原」感覚

で住宅を考える』の時は、晶文社の津野海太郎という

名編集者にコテンコテンにやられましたよ。「建築家は

漢字を使いすぎる」、「全部平仮名に開け」、「“認識”と

書いた方が“知っている”と書くよりカッコが良いと思っ

ているだろう」とか、そういうことを徹底的にやられたん

です。その後、今度は山本夏彦さんに会った。これも

厳しかったですよ。古谷さんは、自分が書いたものを編

集者に突き返されたことあります？

古谷｜いや、ありません。

石山｜僕はもう目一杯、突き返されました、やり直してこ

いと。これ言われるとキツイんですよ。そろそろ生意気

になっていますからね。

古谷｜『室内』に連載されていた頃？ 

石山｜そうです。悔しいですから、最初は抵抗するわ

けですが、でもやり直さざるを得ない。採用してくれな

いからね。それでどこをやり直せばいいのかと聞くと、

清水幾太郎先生の『私の文章作法』とか、いろんな本

を送ってくるんですよ。それでも海太郎さんと山本夏彦

さんには、文章に関しては非常に教えられたと思いま

すね。

古谷｜でもこれ以来ずっと石山さんは、執筆をすること

と設計とが1つの輪のように、常に何かを書かれてま

すし、つくられてる。それは意識的にもそうしたいと思

われた？

石山｜意識的にもそうだし、自分を支えてくれている人

たちは、僕が半分で、読み手、受け取り手が半分みた

いなことは、やっていると分かってくるわけですね。自

分は1人、傲然と独立しているわけじゃない。普通の

人たちは、実はもっと広く捉えてくれている。それは文

章や文章の組み立て方を教わったことのひとつの効

用だろうと思う。

古谷｜読者の対象が圧倒的に広がったわけですね？

石山｜そうです。読者が分かって初めて何ぼ、という感

じです。そればっかり言われました。

興味の方向がまちへ…
─

古谷｜石山さんの昔の著書をを久しぶりに引っ張り出し

て読んでみたら、 「方丈記を今の都市に当てはめて

みたらいいんじゃないか」ということが出てきて、まちに

住むというか、住み着くという話になってくるんですね。

だからセルフビルドでつくるものは、不完全なものでもよ

くて、それはまちの中のいろんな機能を使いながら住

んでいれば、こっちが不完全であっても、問題ない。そ

う思って自分で組み立てろ、という文章になってくる。

そのまちに住むということは、つまり世の中のいろんな

ものを利用すればいいじゃないかとか、あるいは一戸

建てがまるで鎖につながれた座敷犬のようになってい

るというような発想は、どういうところから来たんでしょう

か。

石山｜川合さんから教わった非常に重要なことは、住

宅というか、カップルで住む場所というのは、エネルギ

ーをつくらなきゃいけない。建築とか住宅というのはエ

ネルギーをつくる装置だということを、彼に懇 と々教えら

れたんですよ。僕は頭がそっちの方に向いていなかっ

たから、そのために必要な油の成分とか、水素バッテ

リーとか、そういうことも全部、彼は知っていて教えてく

れたんですよ。それを彼は実験しようとしたし、僕も手
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リアス・アーク美術館
所在地：宮城県気仙沼市赤岩牧沢138─5
設計：早稲田大学石山修武研究室
敷地面積：9,986.86m2

建築面積：2,340.02m2

延床面積：4,601.22m2

規模：地上3階
構造：S造、RC造
工期：1993.10─1994.3
─
南西から見る［写真：藤塚光政］

ういいと…。後は何年かして、誰か分かってくれる人

が出てきたら、川合さんのことを僕が分かったように、

それらを継いでくれるだろう…みたいなことを思ったこ

とがあるんです。

古谷｜じゃあ、少なくともあのやり方のひとつの到達点ま

できたという感じですか。開拓者の家こそが本当に完

全自己完結型の自立住宅と言っていいんでしょうか？

石山｜そうですね。でも僕が正橋（孝一）君という人と考

えただけじゃなくて、あの人のお父さんが本当の開拓

者なんです。あの高原で1万坪の林を切り拓いて、そ

れで丸太小屋を自分でつくっていたんです。息子はそ

れを見ているし、菅平高原で孤立しているわけです。

本当に熊しかいないけど、それが普通だと思ってたん

ですよ、彼は。それでああいう仕事をして…。今になっ

て彼もずいぶん変なことをしたと言っています。だか

ら、結構、引き継いでいるんです、無意識のうちに。お

父さんとか、おじいさんからね。

古谷｜その辺りでひとつのセルフビルド的な最初の第

一段階の区切りがついて、さっきの話じゃないですけ

ど、まちに住むとか、あるいはまちをどうするか、石山さ

んの興味の方向性が少しまちの方にいったなという気

がするんです。松崎町とのお付き合いも出来ていたか

らかもしれませんが…。

伝って世界中のエンジンを自分で集めて、それで住宅

用エンジンみたいなことも事務所内で実験したりもして

いた。でも、それは結局、最後は一軒だけでエネルギ

ーをつくることは合理的じゃない。何十軒か集まってや

ると合理的だというところまで分かって、それでストップ

したわけね。エネルギーの問題からは、まちというのは

集合体ですよね。その重要性みたいなものは、やっぱ

り川合さんから教わった気がしますね。

古谷｜完全に独立して、自己完結型というか、自給自足

型っていうのは…。

石山｜不合理なんです。

古谷｜不合理だし、逆に無駄なエネルギーも必要とす

る。

石山｜そうです。コストが高い。

古谷｜でもこの頃、ちょうど、石山さんのある理念を実

践する「開拓者の家」［1986］のオーナーが現れて、開

拓者の家が完成しますね。幻庵と、どこか共通してい

るけど、これまた対極的なものが出来上がった。

石山｜対極的なんですよ。

古谷｜でも、これで何だか両輪が出来たみたいな感じ

がしましたけど。

石山｜あれは過剰なデザインを内部にしたんですけど、

でも僕はそういうことをやり続けることに、ちょっと萎え

た感じがあるんです。

古谷｜萎えた？

石山｜そう、結構、大変なんですよね。それで、これでも
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海の道

上─大漁旗劇場／下─海のはな

開拓者の家

［5］ 「近況報告 1999─2001 開放系技術世界」
［ギャラリー・間／1999.12.4─2000.2.19］

［6］ 剣持昤「規格構成材理論」『規格構成材建
築への出発 剣持昤遺稿集』［綜建築研究所／
1974］

［7］ 「建築がみる夢 石山修武と12の物語」［世
田谷美術館／2008.6.28─8.17］

です。そしたら本間さんが汚職問題でコケちゃったか

ら、こっちもコケちゃったわけですよ。

古谷｜それで頓挫したんですか。しょうがない、それは

宿命ですね（笑）。

石山｜でも、今でも残念ですよね。子どもの美術館が出

来ていたら良かったと思いますね。

古谷｜その文章の中では「遠くに見える海とか、ごく日

常的に見えていたものが、美術館から見るとちょっと違

って見えるといいな」というようなことを書かれていたと

思いますけど、これはどういう意味ですか。

石山｜あれはね、僕は船主から漁船員、船頭さんまで、

海の人たちと付き合っていました。そういう人たちが陸

の人間とずいぶん違うことを、本能的に知りつつあっ

たんです。だから海からのものの考え方みたいなもの

を陸の建築にちょっと入れてみたい。それが僕にでき

る最低限のことかなと考えた。海との関係の考え方で

すよね。それから、もう一つ本当にやりたかったことは、

古谷さんなら分かると思うけど、“押入れ美術館”と言

って気仙沼中の家々から美術品を出してもらおうと思

った。なぜそう言ったかというと、船員さんはみんな世

界を知っている人たちなんです。だから、押入れに相

当、意外なものがあるんです。美術品より面白いんで

すよ。それをあそこに展示したらね、ものすごく面白か

ったんですよ。三陸沿岸というのは、庶民というか、普

通の人の中にすごい宝物があるんですよ。今度の津

波で流されちゃっただろうけどね。

古谷｜本当にいろいろなものが流されてしまいました。

そう言えば、海の技術とか海のものを陸の建築に持っ

て来られないかという話がありましたけど、リアス・アー

クの時は気仙沼の高橋工業の高橋（和志）さんが、正

面の鉄板の壁をやられたんですか？

石山｜一部をやってもらって、まぁうまくいきました。

古谷｜あれが、高橋さんが造船の技術を建築に使った

最初だって、誰かが言ったような気がします。

石山｜そうだと思います。

古谷｜それは石山さんの発案ですか？ 

石山｜僕ではなくて、現場監督をやっていた佐々木（君

吉）さんが、「面白い造船屋がいるから、使ってみましょ

う…」と言うから、じゃあやろうと。そうしたら非常に才

能がありまして、「これでいこう」となりました。それに造

船の方が値段が安いんですよ。それにはびっくりしま

した。高橋工業じゃなくても、曲面をつくるのは造船業

の方が圧倒的に安いですよ。

古谷｜その後も高橋工業と付き合いは続いています

か？

石山｜何軒かやりましたが、この頃は付き合いはないで

す。

古谷｜「世田谷村」［2001］は違いましたか。

石山｜世田谷も部品は彼につくってもらいました。

古谷｜構造は、リアス・アークの時から梅沢（良三）さん

ですね。

石山｜そう、リアス・アークから梅沢さんです。

古谷｜その後に、ギャラ間で展覧会［5］をなさいましたよ

ね。あの時のタイトルが、年は忘れましたけど、たしか

“開放系技術”だったと思うんです。その開放系技術

というのは、“秋葉原感覚”から始まって、その後、今の

世田谷村とか現在のものにまでつながっていく、石山

さんの大きなキーワードだと思うんです。この“開放系

技術”という言葉は、石山さん自身が付けられたんで

すか。

石山｜僕が付けました。僕は不思議なところがあって、

早稲田系の人間にしては、例えば学生の頃から東大

の内田（祥哉）研の人たちと付き合ってビルディングエレ

メントとか、剣持昤の「規格構成材理論」［6］とか、そう

いうものに非常に親近感を持っていたんです。でも、

あの人たちは理論的にはスッキリなんですが、何か物

足りない、何か違うと思っていた。それで生産論じゃな

いけど、剣持昤の規格構成材理論をベースにしなが

ら、もっとそれを先にいかせて、デザインと結び付けら

れるような理屈を考え出さなければならないと、結構、

昔から考えていたんです。まだできていないんですけ

ど、それを今、一生懸命やろうとしているところです。

古谷｜結局、その言葉を得たことで、石山さんの中に

幾つかあったキーワードが、ひと言で言い表されるす

ごく良いキーワードだと思うんです。見る人が瞬時に

意図を納得できるところがあるし、その後の、みんなが

それぞれにレンガを積む「ひろしまハウス」［2006］にも

通じる印象でした。

私は私に建築を発注するだろうか…
─

古谷｜世田谷村ですが、あれは完成していないんです

が、発表されたのは2001年だと思います。これは今

までの幻庵から始まり、“秋葉原感覚”もあり、開放系

技術もあり、それからギャラ間や世田谷美術館の展覧

会［7］でやったようなコンテナで流浪する事務所の雰

囲気もそのままあるんですけれども、一目見た時は、全

体が漂う船のようにも見えたのですが、いつ頃からご

自邸を世田谷村のようにつくろうと思われたんですか？ 

あ、その前にまず、『笑う住宅』で「私は私に建築を発

注するだろうか」という文章をずいぶん前に書かれて

いますよね。「夏場に掘りごたつの中に足を突っ込んで

ごろ寝している感じなのに、私は私に設計を頼むだろ

うか」っていう話だった（笑）。結局、頼まれたわけです

唐桑のお祭りのデザイン
─

古谷｜「リアス・アーク美術館」は1994年ですが、その

前から、唐桑のお祭りのデザインとか、そういうのをや

り始められますよね。これは何かきっかけがあったんで

すか。

石山｜あれは松崎ですね。伊豆の長八美術館を、ある

意味で職人さんたちと協働でつくったでしょ。だから一

人でつくっているんじゃなくて、ある種の集団でつくると

いうことの嫌なところと面白さがありまして、それが身に

染みて分かったわけですよ。例えば松崎町の依田（敬

一）町長が、「君、町全体をやりたまえ。1個じゃどうしよ

うもないんだ。町全部に広がっていかないと、松崎町

は良くならない」と、本当に正論を言う人だったんです

よね。それで、まぁ目一杯いろんなことをやらせてもらい

ました。その体験、これはひょっとしたら建築を単体で

ポツンとつくっていることよりは、ずいぶん大事なことを

やっていたのかもしれない。それからね、橋も幾つか

設計したんだけど、町長が「石山君、那賀川という川

をデザインしているという頭があるのか！」と言うんで

す。あの人はそういうことが分かる。長八美術館も、あ

れは結局、牛原山をデザインしていたんだなというよう

なことを、町長さんから教えられるわけです。だから、

それが町へ、ある意味では風景へと、意識的に広が

っていったと思います。

実は、「唐桑臨海劇場」は、1988年から6年間続い

たお祭りなんです。小鯖湾全体でやるお祭りで、かつ

お節工場の廃屋を利用した演劇・映像のための3日

間だけの劇場でね。漁業の町を象徴する大漁旗を集

めて、小鯖湾を埋め尽くすんです。世界最大の大漁

旗もつくったし、潮の干満で咲いたり閉じたりする“海

のはな”もつくりました。あれは非常に良い仕事だと思

っているんです。この時もまた僕の悪い癖が出て、唐

桑の60人の若者たちと、とことんまでやっちゃったん

です。

古谷｜唐桑の劇場の仕事を雑誌で拝見した時に、僕

はすごく新鮮で、こういうことも可能だということが分か

った感じがして、石山さんの印象的な仕事のひとつに

なったんです。今でも参考にさせてもらっているんで

す。どこかのまちに入っていった時に、いきなりやれる

建築はそんなにないですよね。よそ者が来ているわけ

だし、最初に何ができるかというと、やっぱり非日常のち

ょっとしたお祭りのデザインみたいなものは、比較的や

りやすい。お祭りをデザインするというような発想は、ど

こかに先例があったんでしょうか。

石山｜最初の年は、とりあえず面白いからワッセワッセ

みたいにやったわけですね。それで終わった時に、全

部燃やしたんです。そうしたら主催者の1人が「石山

さん、竜宮城みたいできれいだった。あれは消えるか

ら、みんな好きなんだ」って言ったんです。それで僕は

「素人なのにすごいことを言うな」と思った。お祭りは

全部消えますからね。消えるから良いというのは、情

報みたいなもんなんですよ。消えるもののすごさという

のかな。伝統とは、そういうものがずっと続いていくこと

ですよね。だから、これは建築が持っている力とは違う

力があるのかなと、逆にその時は思いましたね。

古谷｜その当時は、リアス・アークの設計は、すでに始

まりつつあったんですか？

石山｜全然。というより、あの時は不思議な人たちが唐

桑のお祭りにたくさん来てくれて、当時、中新田の町長

だった本間（俊太郎）さんもお祭りを見に来て、彼なりに

感動したらしいんです。あの人はバッハホールをつくっ

たりしていて、その当時から「石山に何かを頼もう」と

思っていたらしいんです。そのうち、本間さんが知事

になって、それでやらせてもらったんですよ。その時は、

「もう一個やらせるから、これは失敗してもいい」って言

ったんですよ。

古谷｜どっかで聞いたことのあるセリフですね（笑）。

石山｜幻庵の施主と同じです。「じゃ、やりましょう」と言

ったんですが、その時、すでに僕は、気仙沼の連中と

「海の道」［1990］という並木道をつくっていたんです。

だからリアス・アークは、もっと町の真ん中につくるべき

だと思っていたんです。

古谷｜美術館自体を？

石山｜そう。町の真ん中の海辺につくるべきじゃない

か。それで海の道は500 m出来ていましたから、その

ままずっと美術館までつなげたかったんです。だから、

何であんな山の上につくるんだろう、おかしいと思って

いたんですが、違う要件で決まりましてね。その頃、僕

は気仙沼で町づくりに近い、いろんなことをしていた。

さっきの海の道とか、臨海劇場とか、そういうものとリア

ス・アークは、結び付いているんですよ。

古谷｜我 も々結び付いているように見えました。そのリ

アス・アークが出来た時に書かれた文章の中で、「本

当は子どものための小さな美術館を、もう一つの丘に

一緒につくりたい」と書かれていたと思うんですが…。

石山｜そう、隣りにね。本当はそれがメインだったんで

すよ。美術館って高次の働きをするかもしれないけど、

日常にはあんまりよく働かない機能ですよね。それで僕

は、もうちょっと子どもがしょっちゅういられるような、宿

泊施設付きの美術館、子どものワークショップなんかが

しょっちゅうやれるような“場”をつくるべきだと言ってい

たんです。それで隣りの丘に、その設計もしていたん
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世田谷村
所在地：東京都世田谷区
設計：石山修武研究室世田谷村地下実験工房
敷地面積：412.00m2

建築面積：194.67m2

延床面積：449.93m2

規模：地下1階、地上3階
構造：S造
工期：1997.9─
─
左ページ─南面全景／右─2階リビングから
キッチン方向を見る。キッチンの上は3階フリースペ
ース

ね。どういう心境の変化でしょう。

石山｜あれは、正直言って、住宅というものにひとつの

限界を感じていたし、それから自分が住宅をつくり続

けていくことを、ここで1回打ち切りたいと思ったんで

す。それで、打ち切る口実じゃないんだけど、自分の家

を自分でつくって、モルモットみたいに住んでいるわけ

ですから、恥ずかしいこともやっている。だから住宅設

計を打ち切る時に、住宅じゃないものを住宅と言いくる

めて、一度打ち止めにしようと思った。『「秋葉原」感

覚で住宅を考える』とか、そういう本を出した頃は、もう

目一杯、お客さんが来たんですよ。やっぱりどこかで打

ち切らないと自分の人生はむちゃくちゃになると真剣に

考えて、それで実際的に“家”というものを“村”と言い

含めたんです。村と呼び変えてみて、とりあえずは個

人所有の家みたいなものから、ちょっと足を洗おうと思

ったんです。

古谷｜事実、少し大家族というか世代を超えて一緒に

暮らす家だし、お子さんもある程度の歳になってこら

れたから独立した人格をそれぞれお持ちだし、言って

みれば、そういうものの集合体ではあったわけですね。

石山｜それはこちらの理屈ですけどね。まぁ、いずれご

覧になってください。今は2人とか3人で住んでいます

から、もうガランとして寂寥感が漂っていますよ（笑）。で

もまぁ、あれは形とか考え方はともかく、やっぱり“村”と

いうふうに気取って名前を付けたところに一番の価値

があったような気がします。本能的に“村”と付けたん

ですね。建築家というよりも、前向きにいろんなことを考

えようと思っている人間は、そんなに家だけのことを考

えているわけにはいかない。そういう気持もちょっと含

まれていたんです。

古谷｜結局それが、実際にはかなり時間もかかって、だ

いたいもともとのプログラムからして母屋があって、これ

を架け渡して、いずれ母屋がもしかしたらなくなって駐

車場が出来たり…と、いろんなシナリオが書かれてい

たと思います。だからちょっと長い時間がかかるものだ

ったんですけど、結局は未完の状態であることの方が

楽しいような感じになってきたんですね。

石山｜そうですね。それは、プノンペンにひろしまハウス

をつくった時に、広島の前の市長の平岡（敬）さんと、と

りあえず終わりと思われた竣工の時に、一緒に行った

んですよ。その時、僕も平岡さんも非常に悲しそうな顔

をしていたと言うんですよ。もっとでっかいものを設計し

ておけば、ずっと未完だからそっちの方が良かった。

完成すると、みんな理想をなくすと言うんです。これは

ある意味では非常にショックですよね。建築が出来な

い未完の時にはみんなが考えるけど、出来上がるとス

ーッといなくなっちゃう。サグラダファミリアも、出来上が

ったらつまらないものになりますよ、きっと（笑）。だから

未完の時には、それをつくり続けてくという一種の幻想

なんだろうけど、それが建築の究極的な輝きをつくっ

ているんだろうと思っていました。だから世田谷村でひ

とつ失敗したなと思っているのは、下の母屋を取り壊し

ちゃったこと。とっておけば良かったと、今は思います。

古い瓦屋根の家と今の家、両方あった方が、もっと面

白い問題を出せたのかなと思っています。取り壊しち

ゃったものを、またつくるわけにはいかないからね（笑）。

それはともかく、プログラムがずっと持続してフィニッシ

ュしない。フィニッシュしないとお金はもらえない、みん

special feature 1
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［取材協力］
● 早稲田大学石山修武研究室
─
［その他］
ポートレートと対談風景、伊豆の長八美術館以外
の写真は、早稲田大学石山修武研究室提供
─
［次号予告］
「INAX REPORT No.189」の
「続 モ々ダニズムの軌跡」は
東孝光氏です

ひろしまハウス

な建築のプロだから。それをもうちょっと持続させてい

くような何かっていうのは、考えないといけないのでは

ないかな…と。まちのことなんか考え出したら、フィニッ

シュはないですから。

古谷｜止まりませんよね。

石山｜だから最良の答えもないわけですよね。今まで

我々はどうしてもそういう教育をされてきているから、こ

だわってしまうんだけど、もうちょっと良い意味でのルー

ズさっていうのかな。それを持っていた方がいいような

気がしています。

古谷｜その終わらない方がいいんじゃないかっていうこ

とを感じ始めたのは、やっぱりひろしまハウスとか、世田

谷村が考える契機ですか？ それより前はそんなに…。

石山｜考えていなかったですね。あんまり抽象的にもの

を考えるのが上手じゃないから、何かやったことと自分

の考えていることが少し結び付いてくれないと言えな

いというかな。そういうところが強いんですよ。

古谷｜たぶん誰もがみんな共通して持っていると思う

心理ですね。つまりプラモデルだって、組み立ててい

る時はものすごく面白くて、出来上がっちゃうと、ただ

の飾りものになって、楽しさみたいなものはなくなっちゃ

いますよね。それと同じようにセルフビルドみたいなもの

が持っている面白さというのは、最初から未完成な状

態がほとんど運命づけられているというか、なかなか

素人だから完成しない。それから“秋葉原感覚”という

ものもそうですね。僕も昔、ラジオ少年だったので部品

を買ってはラジオをつくりましたけど、あれもいくらでも

続けられるんですよね、性能を上げて部品を取り替え

てみようとか。つまり、あれは自分で組み立てると決し

て終わらないことにつながっていたのかもしれません

ね。お話を伺っていると、適正な価格で出来たものを

自分で組み合わせる“秋葉原感覚”というのは、実はも

う宿命的に終わらないことが含まれていたように思い

ます。

石山｜偉そうなこと言うけど、近代っていうか、それは

終わって初めて商品になりますからね。ちょっと違う商

品の形を誰かが提示しないと、全部パッケージで終わ

りますから…。それは何か逆にもうキャパシティに達し

ているような気がするんですよね。

古谷｜石山さんは世田谷村の時の文章では、「モダニ

ズムの概念を治療する」と書かれていましたけど、そ

の治療というのがそういうことですか。

石山｜そうですね。それはアポロ13号だったかな。人

工衛星で初めて故障して地球に戻ってきたやつ。あ

の時は、宇宙飛行士が自分でガムテープか何かで補

修をして帰ってきたんですよ。あれは非常に象徴的な

事件だったんですが、ただしNASAとの間で、ものす

ごい高度なコミュニケーションをしているわけです。そ

れに基づいて、つまり情報社会、情報のコミュニケーシ

ョンと、壊れた宇宙船を絆創膏でみんなで手で直して

帰ってきたこと。僕はあれは、ひとつのターニングポイン

トだったような気がします。あと10年か20年したら分

かるだろうと思います。だから治療と言っているのは、

全然抽象的なことではなくて、そういう事件が幾つも

連続してきている気がするんです。だから建築の世

界、計画の世界、デザインの世界は、やっぱりちょっと

考えていかないといけないなと思いますね。

古谷｜なるほど…。昔、川合健二邸で、大きな音がした

時に「今、寒冷前線が通過している」と言われことが

あるとおっしゃったけど、世田谷村が出来上がって、こ

の間の台風の時に、すごく揺れて「これでやっと川合

さんの鉄の建築を継承した」と書かれていましたね。

そういう実感ですか。

石山｜基本的には世田谷村は、川合さんのあの家のつ

くり方とか考え方と全く同じようにつくっているんです、

形が違うだけでね。ただ僕のは、川合さんより開放的

なんですよ。川合さんはやっぱり人間が強いから、1人

で生きていける、夫婦だけで生きていけるんです。僕

は、それはできない。だから、もうちょっとデレデレとルー

ズなやり方を続けたいなと思っているんですけど。世

田谷村だって、粋がっているのは僕だけですから。家

族はみんな嫌だ嫌だと言っている。本当に、すごい戦

争ですから（笑）。

東日本大震災が起きて…
─

古谷｜振り返ってみて、先生に教わった、学んだことの

最大のものってひと言で言うとすると何になりますか。

まず、川合さんから…。

石山｜やっぱり「考えなさい」ということかな。あの人は

いつも“一人で”っていうのが付いてたな。

古谷｜一人で考えなさい。

［対談後記］ 

未完の断片を
好きなように拾い集める
自由
古谷誠章

─

早稲田には製図課題と並行して“設

計実習”という科目があった。現在も

続く名物の短期課題で、コンセプトや

表現力が問われる。僕がまだ1年の

時、毎週水曜朝になると先輩の手伝

いから2年生らが抜け出し、今日こそ

“イシヤマオサム”（なぜかカタカナのイメー

ジ）に認められようと提出に行き、そして

ほぼ毎回全員打ちのめされて帰って

きた。とにかくそのパンチは凄いらしく、

めったなことでは褒めてもらえない。僕

も来年は絶対やってやるぞと思ってい

たが、なんと翌年は非常勤講師を辞

めていた。それ以来ずっとフラストレー

ションが溜まっているような気もする。

─

その後、図らずも早稲田の同僚になっ

てしまった。いざ身近で見ると、そのパ

ンチの威力は想像以上で、初対面の

人はたいてい出会いっぱなに先制パ

ンチ（もちろん言葉の）を見舞われ、大概

はほぼこれで一巻の終わりだ。しかし、

中には万にひとつぐらい長い付き合

いになったりする人がいるのがとても

不思議。だから石山さんの周りには壮

絶なつわものが揃っている。

─

石山さんとは向かいの研究室だが、こ

んなに長時間いたことは初めてだ。し

かし改めて通しで話を聞いて、腑に落

ちたことがある。「方丈記を今の都市

に当てはめる…」、この一見遠く離れ

た歴史と現代の事象を重ね合わせて

みるのは、いつもの石山さん独特の方

法だが、「ゆく川の流れは絶えずして」

の無常観などではなく、都市に散在し

ている未完の断片を好きなように拾

い集める自由さの方に共感していると

ころが面白く、そこに原点があるような

気がする。

─

だからそれは時にアメリカの材木屋の

品揃えであったり、NASAが研究開

発するような部材であったり、2,000

人の左官職人の腕前であったり、漁

師の威勢のよい元気であったり、ある

いは学生や全く素人のセルフビルド

の寄せ集めだったりするが、いずれも

石山さんの目には“未完の部分”のよ

うに映っている。それをつなぎ合わせ

て一篇の物語に仕立てるのが、もっぱ

ら建築家イシヤマオサムの役割で、そ

れは普
・ ・ ・ ・ ・ ・

通の建築家の役割とはだいぶ

違っている。

─
ふるや・のぶあき─
建築家・早稲田大学教授
1955年生まれ。1978年、早稲田大学卒業。
1980年、同大学院博士前期課程修了。
1986年から1年間、
文化庁芸術家在外研修員として
マリオ・ボッタ事務所（スイス）に在籍。
近畿大学助教授を経て、
1994年、早稲田大学助教授、NASCA設立。
1997年から現職。
主な作品：
アンパンマンミュージアム［1996］、
詩とメルヘン絵本館［1998］、
早稲田大学會津八一記念博物館［1998］、
ZIG HOUSE／ZAG HOUSE［2001］、
近藤内科病院［2002］、
神流町中里合同庁舎［2003］、
茅野市民館［2005］、
高崎市立桜山小学校［2009］、
小布施町立図書館「まちとしょテラソ」［2009］、
早稲田大学理工カフェ［2009］、
鶯庵［2009］、
T博士の家［2010］、
実践学園中学・高等学校 自由学習館［2011］、
熊本市医師会館・看護専門学校［2011］など。

対談する石山氏（右）と古谷氏

石山｜僕は川合さんほど強くないからね。一人でという

のは、そんなにこだわらなくていいと思う。でも、考えな

いとどうしようもないなと。抽象的に聞こえるかもしれな

いけど、もう本当にいろんなことを考えないと、それで

終わっちゃいますからね、人間。そういう意味を含め

て、川合さんから教わったのは、「考えなさい」ですね。

古谷｜保忠先生はいかがですか。

石山｜「学問をナメるな」ですね（笑）。

古谷｜なるほどね。最後に、話は変わりますが、1995

年に阪神の震災があって、その後ヴェネツィアビエン

ナーレで、がれきの展示をされますね。あの時に「デコ

ンとか、そういうある種のスタイル、デザインは終わっ

た」と言われたんですが、今回、東日本大震災が起き

て、今度は何が終わるんでしょう。

石山｜おっしゃるとおり、阪神淡路大震災、オウム真理

教、アメリカの9 .11、日本の3 .11、これは一連の流れ

の中にあると思うんですね。それが何をもたらすのかと

いうと、それは革命ではなくて、緩やかな“転形”と言っ

ているんですが、変わらざるを得ないだろうな。特に、

津波と原発ですよね。あれで何か変わらざるを得ない

というより、自分たちの中に持っていた変わる要素とい

うもの、それをもうちょっと直視していく必要があるのか

なというようなことは考えますね。

古谷｜それは何か価値観を変えるということですか？

石山｜それはそんなに変わらないと思いますね。でも価

値観の相対性というのではないけど、自分の持ってい

る価値観、それからいろんな人が持っている価値観を

組み合わせていく価値観みたいなもの、それもやっぱ

り崩れる時は崩れますからね。僕はまだうまく言えなく

て、一生懸命考えている最中なんです。そういうことを

考えていくと、歴史というよりは、おじいちゃん、おばあ

ちゃんたちの持っている民俗学的な強さですよね。す

ごく強い、あの人たちは。それに比べて、我々のように

文明、文化に慣れてしまった者との距離というのかな。

それが接近していく、つないでいく論理みたいなもの、

そういうものを、これからちょっと考えていくべきことだろ

うな、とは思う。

古谷｜石山さんは絵葉書プロジェクトなどをなさってい

ますが、この大震災に対してはどのような活動をなさろ

うとしていますか？

石山｜気を使っていただいてありがとう。研究室での三

陸海岸支援のプロジェクトのひとつなんですが、気仙

沼・唐桑の復興を本当に祈るような気持で願っていま

す。その気持を形にしようと、6枚組でオリジナル絵葉

書をつくって、今、第14シリーズまで辿り着きました。

ぜひ読者の方々のお力もいただきたいと思っていま

す。

古谷｜日頃あまりにも身近にいるので、改めて聞けなか

ったことなどもいろいろ伺えて良かったです。ありがとう

ございました。

［2011年7月14日収録］   
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「スタジオ・ボイス」2002.6｜「住建」2002.10

 星の子愛児園［神奈川］ 
「JAPAN」No.57,2002.7─8

2003 漁師の家F邸［静岡］ 
「HOUSE」No.77,2003.9

 M邸［福岡］
 H邸［愛知］ 
 スノーボート［北海道］ 

「スタジオ・ボイス」2003.4｜「Memo 男の部屋」2003.5

 A邸［埼玉］
 I邸［群馬］
2004 富士ヶ嶺観音堂［山梨］ 

「JAPAN」No.70,2004.9─10

 厚生館愛児園［神奈川］
 猪苗代鬼沼前進基地［福島］ 

「HOUSE」No.80,2004.3

2005 十六山保育園［神奈川］
 「JAPAN」No.71,2004.11─12

 新木場モバイル社屋［東京］ 
 T邸［東京］ 
 S邸［長野］ 
 B邸［東京］
2006 O邸［福岡］ 

「HOUSE」No.86,2005.3

 ひろしまハウス［カンボジア］ 
「JAPAN」No.22,1996.9─10／No.24,1997.1─2／

No.84,2007.1─2｜「新建」1997.2｜「Memo 男の部屋」

2003.10｜『現代日本の建築 vol.2／vol.4』2006／2011｜「日

経アーキ」2007.1.22｜「住建」2008.6

2007 H邸［北海道］
 O邸［長野］
2009 水の神殿［北海道］ 

「JAPAN」No.106,2010.9─10

 時間の倉庫［福島］ 
「HOUSE」No.98,2007.3｜「JAPAN」No.106,2010.9─10

2010 M邸［東京］ 
2011 至誠館さくら乳児院・至誠館なしのはな保育園［神奈川］ 

「JAPAN」No.101,2009.11─12｜『現代日本の建築 vol.4』

2011

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
主な受賞

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
1985 第10回吉田五十八賞｜伊豆の長八美術館

1995 日本建築学会賞作品賞｜リアス・アーク美術館

 第13回軽金属協会建築賞｜リアス・アーク美術館

1996 ヴェネチア・ビエンナーレ建築展金獅子賞｜テーマ「亀裂」

2002 2001年度芸術選奨文部科学大臣賞｜世田谷村

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
主な著書 ［書名／出版社／出版年］

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
─ 『バラック浄土』｜相模書房｜1982

─ 『「秋葉原」感覚で住宅を考える』｜晶文社｜1984

─ 『職人共和国だより』｜晶文社｜1986

─ 『笑う住宅』｜筑摩書房｜1986｜｜後に文庫化｜ちくま文庫｜1995

─ 『現代建築 空間と方法4─石山修武／菅平開拓者の家』｜同朋社出

版｜1986

─ 「建築 あすへの予感─離陸への準備（建築文化別冊）」｜原広司・高

松伸・伊東豊雄・山本理顕と共著｜彰国社｜1986.3

─ 『現代の職人』｜晶文社｜1991

─ 『住宅病はなおらない』｜晶文社｜1993

─ 『世界一のまちづくりだ』｜晶文社｜1994

─ 『アジア建築の現在』｜共著｜平凡社｜1995

─ 『住宅道楽』｜講談社｜1997

─ 『夢のまたゆめハウス』｜筑摩書房｜1998

─ 『建築はおもしろい』｜王国社｜1998

─ 『石山修武 考える、動く、建築が変わる』｜TOTO出版｜1999

─ 『建築家、突如雑貨商となり至極満足に生きる』｜デジタルハリウッド出

版局｜1999

「DOC」No.25,1990.4

 マツダR&Dセンター横浜［神奈川］ 
「文化」1990.12｜「新建」1990.12｜「イコン」1991.1

1991 ネクサスワールド 石山修武棟（バナナ棟／パイン棟／ヤシ
の木棟）［福岡］ 
「新建」1991.5｜「住特」1991.5｜「日経アーキ」1991.5.27｜

「室内」1991.6／1991.7｜「SD」1991.7

 松崎町 入江橋［静岡］ 
◇横浜グランモール計画［神奈川］ 
「文化」1990.12

1992 高崎第七官界［群馬］ 
「JAPAN」No.1,1992秋

 酔庵［千葉］ 
「自由時間（マガジンハウス）」1993.6｜『建築家30人の“わが家”』

［講談社／1997］

1993 淡路島山勝工場［兵庫］ 
「HOUSE」No.37,1993.3｜「新建」1994.7

1994 リアス・アーク美術館［宮城］ 
「室内」1994.5｜「JAPAN」No.8,1994.5─6｜「新建」

1994.10｜『リアスアーク美術館』（建築リフル10）［TOTO出版／

1995］｜「JA」No.17,1995春｜「ライブエナージ（東京ガス）」

No.48,1995.3｜「l'ARCA（イタリア）」No.106,1996.7─8

 松崎町 那賀川歩道修景［静岡］ 
1995 ドラキュラの家［千葉］ 

「Bart バート（集英社）」1995.4.10｜「JAPAN」No.14,1995.5

─6｜「住特」1995.6｜「AXIS」1995.7─8｜「生きる（安田火災

海上保険）」1995.8｜「HOUSE」No.47,1995.10｜「JA」

No.20,1996冬｜「ABITARE（イタリア）」No.371,1998.3｜『図

解ニッポン住宅建築─建築家の空間を読む』［学芸出版社／

2008］

 木の方舟［東京］ 
「住特」1995.10

 伊豆の長八美術館駐車場公衆トイレ［静岡］ 
1996 アライグマ・ギンとの家［東京］ 

「住特」1995.7｜「生きる」1995.8｜「JAPAN」No.21,1996.7─8

 真言宗豊山派 観音寺［東京］ 
「JAPAN」No.24,1997.1─2｜「新建」1997.2｜「芸術新潮」

1997.7｜「室内」1997.8

1997 伊豆の長八美術館収蔵庫［静岡］ 
「室内」1996.12／1997.8｜「新建」1997.9

 松島さかな市場［宮城］ 
「室内」1997.1／1997.10｜「新建」1997.9

 おばさんの家［東京］ 
「住特」1996.4／1998.6｜「JAPAN」No.30,1998.1─2

1998 東京都北清掃工場［東京］ 
「新建」1998.3｜「JAPAN」No.31,1998.3─4｜『建築設計資

料79─清掃工場・リサイクル関連施設』［建築資料研究社／

2000］

 鳴子・早稲田桟敷湯［宮城］ 
「新建」1998.9｜「JAPAN」No.34,1998.9─10｜『建築設計資

料82─温泉・クアハウス2』［建築資料研究社／2001］

 耳岩の家［長野］ 
「JAPAN」No.34,1998.9─10｜「住特」1998.9

 銀杏の樹の家［神奈川］ 
「JAPAN」No.33,1998.7─8

 国分寺の家［東京］ 
「JAPAN」No.25,1997.3─4／No.37,1999.3─4

1999 現代っ子ミュージアム［宮崎］ 
「JAPAN」No.41,1999.11─12

2000 ツリーハウス［埼玉］ 
「JAPAN」No.45,2000.7─8｜『現代日本の建築 vol.2』［ART 

BOXインターナショナル／2006］

 ますいいハウス［埼玉］ 
「JAPAN」No.49,2001.3─4

2001 世田谷村［東京］ 
「住特」1996.9｜｜「ダカーポ」No.432,1999.11.3｜「エスクァイ

ア日本版」2000.5｜「AXIS」2000.10｜「JAPAN」

No.52,2001.9─10｜「スタジオ・ボイス」2001.10｜「HOUSE」

No.68,2001.11｜「室内」2001.12｜「住建」2002.10｜『建築

家の自邸』［枻出版社／2003］｜「JA」No.73,2009春

 十勝ヘレン・ケラー記念塔（北海点字図書館星山荘）［北海道］
「JAPAN」No.54,2002.1─2｜『現代日本の建築 vol.2』2006

2002 W邸［東京］ 
「HOUSE」No.70,2002.3｜「ダカーポ」No.490,2002.5.1｜

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
主な作品 ［竣工・計画年／作品名／所在地／掲載誌］
 ［◇］は現存せず

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
1973 望遠鏡［愛知］ 

「文化」1986.10

 川越の家［埼玉］ 
「文化」1986.10

1974 治部坂キャビン［長野］ 
「文化」1986.10 

1975 幻庵［愛知］ 
「文化」1986.10｜『原色日本の美術 第33巻 現代の美術』［小

学館／1994］｜「住建」2008.6

1976 渥美二連ドーム［愛知］ 
「文化」1986.10

1981 望風楼［東京］ 
「文化」1982.4／1986.10｜「新建」1982.4

 ◇卵形ドーム［長野］ 
「文化」1982.1／1986.10｜「新建」1982.1｜「近代建築」

1982.2

1982 イエローテンションの家［東京］ 
「新建」1983.4｜「近代建築」1983.5｜「文化」1986.10

1983 ランドシップ Ⅰ イリス［静岡］ 
「文化」1983.12／1986.10｜「新建」1983.12

1984 ランドシップ─Ⅱ ひまわり［広島］ 
「新建」1984.7｜「文化」1986.10

 伊豆の長八美術館［静岡］ 
「文化」1984.9／1987.7｜「新建」1984.9｜「DOC」

No.17,1987.4

1985 ◇東京ガス新宿総合展示場［東京］ 
「文化」1986.1／1987.7｜「新建」1986.1

 松崎町 野外劇場［静岡］ 
「文化」1987.7

 松崎町 ときわ大橋［静岡］ 
「文化」1987.7

1986 ◇ローゼンハイム─ベルビー赤坂本店［東京］ 
「文化」1986.5｜「住特」1986.5

 開拓者の家［長野］ 
『現代建築 空間と方法4─石山修武』［同朋社出版／1986］｜

「HOUSE」No.20,1986.9｜「文化」1986.10｜「住特」

1987.10｜「なごみ（淡交社）」1990.8｜「スタジオ・ボイス」

2001.9｜「日経アーキ」2004.9.24｜「住建」2008.6

 カサ・エストレリータ［静岡］ 
「DOC」No.17,1987.4｜「日経アーキ」1987.6.29｜「文化」

1987.7｜「新建」1987.7

 松崎町 岩地のカラーリング計画［静岡］ 
「文化」1987.7

 松崎町 なまこ壁通り修景計画／ポケットパーク［静岡］ 
「文化」1987.7

 伊豆の長八美術館駐車場公衆トイレ［静岡］ 
「文化」1987.7

1987 マツダ横浜研究所［神奈川］ 
「文化」1987.7

 ◇神官の間［富山］ 
「室内」1988.3｜「文化」1988.4｜「住特」1988.4

1988 パレット玩具店［宮城］ 
「文化」1987.7｜「DOC」No.22,1988.12

 松崎町 時計塔［静岡］ 
「文化」1987.7

 松崎町 浜丁橋［静岡］ 
「文化」1987.7

1989 ◇横浜博覧会ゴンドラゲート周辺施設［神奈川］ 
「新建」1989.5

 ◇世界デザイン博 ガウディの城［愛知］ 
「室内」1989.6｜「日経アーキ」1989.8.21｜「文化」1989.9｜

「新建」1989.9

1990 海の道［宮城］ 
「文化」1990.12｜「新建」1990.12｜「イコン（スーパーイコン出

版）」1991.1

 ◇建部町国際交流会館［岡山］ 
「DOC」No.25,1990.4／No.28,1991.2｜「新建」1990.10｜

「日経アーキ」1990.10.1｜「ja」1990.11─12｜「文化」1990.12

｜「イコン」1991.1｜「室内」1991.4

 ◇花博写真美術館［大阪］ 

─ 連載：石山修武の設計ノート｜「室内」1996.1─2000.12

─ シリーズ論点─牛が現れる都市｜「海燕（ベネッセコーポレーション）」

1996.5

─ 話のツボ─伊万里の牛歩く｜「芸術新潮」1996.11

─ 建築設計は歴史学に属する｜『建築学がわかる。』（AERA Mook）［朝

日新聞社／1997］

─ 藤江和子論 デザイナーと時代｜『藤江和子の形象─風景へのまなざし』

［TOTO出版／1997］

─ 「住宅道楽」…石山修武｜「本（講談社）」1997.6

─ 話のツボ─雨雨ふれふれ、観音寺｜「芸術新潮」1997.7

─ 文春図書館 評─『我輩は施主である』｜「週刊文春」1997.9.11

─ 連載：生きている家十選｜「日本経済新聞」1997.10.24─11.10

─ 地方自治の視点─これからの時代のまちづくり｜「埼玉自治（埼玉県自

治研究会）」1997.11

─ 建築探訪─よみがえる職人の心意気 気仙大工が残したもの｜「トラン

ヴェール（JR東日本）」1997.11

─ 書評：『空間へ』『建築の解体―1968年の建築状況』『手法が―カウン

ター・アーキテクチュア』古典として、さらに遠征のための地図として｜

「SD」1997.12

─ 私の夢・抱負─「世田谷」の家｜「建築士」1998.1

─ 都市生活のミニマリズムを探る─ミニマリズムと禅の思想｜「O─Cube 

オー・キューブ（リビング・デザインセンター）」1998.2

─ 連載：世紀末文化欄｜「JAPAN」No.30,1998.5─6─

No.47,2000.11─12

─ 終わりなき住居論─世田谷村だより①｜「住特」1998.6

─ 随想：行商活動いま真っ只中｜「This is 読売」1998.9

─ エッセイ：建築大学ワークショップ｜「つち（雇用促進事業団）」1998.9

─ 連載：石山修武の「建築は今、何を考えるべきか」｜「EAST TIME（東日

本建設業保証）」1998.10─1999.3

─ 建築の未来｜「One on One ワン・オン・ワン（兼松エレクトロニクス）」

1998.11

─ 紙短情長─石山修武｜「AXIS」1998.11─12

─ 対談：家づくりのホンネ（石山修武×服部真澄）｜「新刊ニュース（トーハ

ン）」1998.12

─ 雑貨のダイレクトメール｜『道具の心理学 いまモノが語り始まる』（INAX 

BOOKLET）［INAX出版／1999］

─ 随筆：非建築の時代｜「東京人」1999.1

─ 連載：地球国ニッポンのKEIMO戦争｜「is」1999.3─2002.9

─ この一冊：『日本の民家』｜「世田谷文学館ニュース」1999.4.1

─ 対談：いま、家をつくるということ─幻想としてのマイホームから生活の「道

具」へ（石山修武×藤原智美）｜「i feel アイ・フィール（紀伊國屋書店）」

1999夏

─ 風を感じる─見える風、見えない風｜「SUNTORY QUATERLY」

1999.8

─ 第2章 電気と石油─太陽電池／風力発電｜『20世紀の良品』［良品

計画／2000］

─ 口絵 未来へ─都市再生の力｜「婦人の友」2000.2

─ 交流する建築─アジアで仕事｜「国際交流」No.87,2000.4.1

─ 人の空間・場所論─不思議な魅力を持つ空間 フランク・O・ゲーリーの

建築について｜「建築雑誌」2000.9

─ 『群居』最終稿─０（ゼロ）ハウス・プロジェクト｜「群居」2000.10

─ 20世紀の公共建築─市民生活と公共建築｜「公共建築」2000.10

─ ギャラリー・間10周年記念 出展作家の原点作品展─出展作品 石山

修武「幻庵」1975年／1999─石山修武 近況報告1999─2001 開

放系技術世界｜『場の変様2 GALLERY・MA 1996─2000』

［TOTO出版／2001］

─ 静寂の塔 TOWER OF SILENCE｜『QUIETNESS： JAPAN-

FINLAND 静寂：日本─フィンランド』［フィンランドセンター／2001］

─ 行く世紀、来る世紀2─未知との遭遇｜「建築雑誌」2001.1

─ 連載：目ざわりデザイン｜「室内」2001.1─2003.12

─ 連載：セルフビルド（写真家・中里和人と）｜「スタジオ・ボイス」2001.1─

2002.8／「Memo 男の部屋」2003.5─2004.4

─ 連載：一日一題｜「山陽新聞（夕刊）」2001.2.3─3.31（毎土曜日）

─ 藤森照信の縄文学─石山修武｜「ちくま（筑摩書房）」2001.11

─ 美術館建設と町おこし─蘇る奔流｜『土の絵師 伊豆長八の世界』［木

蓮社／2002］

─ シティボーイの「身近なテクノロジー」｜「波（新潮社）」2002.1

─ 連載：あすへの話題｜「日本経済新聞（夕刊）」2002.1.10─6.27（毎木

曜日）

─ 未完の芸術―廃墟としてのガウディ建築｜「X-knowledge HOME」

2002.5

─ 家の開放｜「GRAPHICATION（富士ゼロックス）」2002.6

─ カンボジアに学校を作る！｜「新鐘（早稲田大学学生部）」2002.7

─ 鼎談：巻頭記事：設計教育をめぐる状況（石山修武×六角鬼丈×仙田

満）｜「ka 華」No.24,2002秋・冬

─ 百家繚乱「わたし」と「家」の風景抄XVI─菜園がもたらした変化｜「21

世紀を住む（童話舎）」2002.10.10

─ エッセイ：アレはなんだ？｜「禅と念仏（禅と念仏社）」2003.2.10

─ ミース・ファン・デル・ローエ─バルセロナ・パビリオンの深い闇｜

「X-Knowledge HOME」2003.7

─ 文春図書館 今週の三冊 評─『建築MAP東京・2』｜「週刊文春」

2003.10.2

─ インタビュー：石山修武の「類稀なる青春」｜『高山建築学校伝説』［鹿

─ 『早稲田バウハウス・スクールの実験 学校をいかに暮らすか→佐賀での

試み』｜早稲田バウハウス・スクール編｜TOTO出版｜2000

─ 『学問はおもしろい』｜共著｜講談社｜2001

─ 『石山修武の設計ノート』｜王国社｜2003

─ 『「建築学」の教科書』｜共著｜彰国社｜2003

─ 『世田谷村日記（画文集）』｜ときの忘れもの｜2004

─ 『批評と理論』｜磯崎新・鈴木博之と監修｜INAX出版｜2005

─ 『シリーズ都市・建築・歴史（全10巻）』｜鈴木博之らと編集｜東京大学

出版会｜2005─2006

─ 『境界線の旅（画文集）』｜写真：磯崎新｜ときの忘れもの｜2006

─ 『旅。建築の歩き方』｜共著・槻橋修編｜彰国社｜2006

─ 『セルフビルド』｜中里和人と共著｜交通新聞社｜2008

─ 『建築がみる夢』｜世田谷美術館編｜講談社｜2008

─ 『近代建築論講義：現代装飾論』｜鈴木博之・東京大学建築学科編

｜東京大学出版会｜2009

─ 『生きのびるための建築』｜NTT出版｜2010

─ 『建築の理』｜共編著｜彰国社｜2010

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
特集されたもの ［特集名／書名／出版年月］

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
─ 特集：石山修武─家づくりへの探検｜「文化」1986.10

─ 特集：石山修武─町づくりへの探検｜「文化」1987.7

─ 特集：場所の運動論 唐桑へ・唐桑から＝石山修武研究室｜「文化」

1990.12

─ 特集：石山修武研究室の仕事｜「イコン」1991.1

─ Außenseiter im Reich der Sinne ： Der Japanische Architekt 

Osamu Ishiyama｜「tain（ドイツ）」1998.9─10

─ 『早大石山修武研究室・建築は終わらない』｜ごうどゆきお著｜王国社

｜2001

─ 特集：石山修武と住宅建築におけるオープン・テクノロジー｜「住建」

2002.10

─ 特別記事：石山修武 共につくり続ける｜「住建」2008.6

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
主な論文・記事 ［タイトル／掲載紙／掲載年］

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
─ 川合健二考｜「建築」1970.5

─ 磯崎新 1967─72─磯崎新へ 石山修武から磯崎新へ｜「建築」

1972.10

─ 連載：異形の建築｜「建築」1973.5─1974.5

─ 怪談 三義人邂逅・一幕一場｜「建築美（渡辺豊和私家版）」1977

─ 連載：アジアの街角で｜「室内」1984.2─12（隔月）

─ 連載：現代の職人｜「室内」1985.5─1993.9

─ 連載：同時進行の物語｜「is（ポーラ文化研究所）」1985.6─1994.6

─ 対談：人物登場─どっちがエライか住宅とビル（石山修武×山本夏彦）｜

「室内」1985.7

─ 対談：現代建築の状況（磯崎新×石山修武）｜「日経アーキ」

1988.1.11

─ 連載：いけない住宅｜「芸術新潮」1988.1─12

─ インタビュー：石山修武｜「日経アーキ」1988.5.2

─ 連載：住まいの笑い｜「毎日新聞（日曜版）」1988.7.3─1999.3.26

─ 連載：ホーム・シックノート｜「日本経済新聞」1990.6.2─1991.3.30（毎

土曜日）

─ 対談：環境とゴミ─廃墟の風景 ゴミとしての建築（石山修武×河宮信

郎）｜「Glass and Architecture」1991.8

─ 対談：土と建築 その伝統と技術（石山修武×森田兼次）｜「ΠAPOΣ ぱ

ろす（日新製鋼）」1991.12

─ ディベート：住宅の間取り─「幻想」家族の舞台（山本理顕×石山修

武×田中恒子×渡辺光雄）｜「CITY ＆ LIFE」1993.3

─ 今月のエッセイ─銀座タッカルカ｜「銀座百点」1993.9

─ 住宅・オバハン・悪夢｜「ANGEL（エンゼル財団）」1993.10.1

─ 在日的雑居論─第1章 都市からの戦略｜「群居」1993.11

─ 現代・見立て百景─見立ての物語り｜『現代・見立て百景』（INAX 

BOOKLET）［INAX出版／1994］

─ 対談：気になる人と気になる話 家族が変る１（関川夏央×石山修武）｜

「クロワッサン」1994.6.10

─ 連載：新・すまい方考｜「週刊住宅情報」1994.10.12─12.21

─ 連載：出あいの風景｜「朝日新聞（夕刊）」1995.3.27─31

─ 連載：住居論｜「住特」1995.6─1996.9

─ 連載：都市のみかた─大久保の町｜「月刊しんじゅくToday」1995.6─8

─ 日本の漆喰絵─躍動感を実現する速力の技｜「東洋インキニュース」

1995.7

─ 連載：コミュニティ講座｜「ふれあい岡山（岡山県コミュニティ協会）」

1995.9／1995.12／1996.3

─ 対談：今年をふりかえって―オウム真理教と建築（石山修武×藤森照

信）｜「建築士」1995.12

─ 左官たちは今｜『鏝（KOTE）―伊豆長八と新宿の左官たち』［新宿区

教育委員会／1996］

島出版会／2004］

─ 木材から、二十一世紀の建築を考える｜『21世紀：日本の建築』［日刊建

設通信新聞社／2004］

─ 連載：天地は一つの大芝居｜「室内」2004.1─12

─ 栄久庵憲司の仕事─作法・輪廻…独自の地平｜「INAX REPORT」

No.158,2004.3

─ 名講義ノート復刻シリーズ8 渡辺保忠─開拓者の魂｜「早稲田建築

2004」2004.3

─ 建築家の住い考─究極の家 石山修武｜「ミセス」2004.6

─ イサムノグチ生誕100年─人物「バックミンスター・フラー」マル族の記憶

｜「X-Knowledge HOME」2004.7

─ やきものの美術館 東京、名古屋、京阪神─愛情に満ちた箱、東京の美

術館めぐり｜「陶磁郎（双葉社）」2004.7.16

─ こんな家を建てないと人生やってらんない！ 「石山修武」の解放系住宅主

義｜「Memo 男の部屋」2004.8

─ 特集：藤森照信─モダニズムを越えて 二〇六〇年藤森博士木像とな

る｜「ユリイカ」2004.11

─ 次世代からのメッセージ１ 石山修武｜『吉阪隆正の迷宮』［TOTO出

版／2005］

─ 100の家の、100の楽しみ─意固地の日記とおだての銅版画83 石山

修武｜「ミセス」2005.2

─ 心残り｜「リアス・アーク美術館開館10周年記念誌 1994─2004」

2005.3

─ 建築家的読書術─建築の現場・歴史・技術 石山修武｜「10＋1」

2005.4

─ 連載：石山修武とアブナイ仲間たち｜「室内」2005.10─2006.3

─ インタビュー：旅。建築の歩き方｜『旅。建築の歩き方』（建築文化シナジ

ー第8弾）｜［彰国社／2006］

─ 山田脩二小論｜『山田脩二の軌跡─写真、瓦、炭、、、展』［兵庫県立美

術館／2006］

─ 過剰な人の書棚が見たい１ 石山修武｜「力の意志」2006.4

─ 対談：ツリーハウス対談（小林崇×石山修武）｜「スペシャル（T_

BOOKS）」No.1,2006.5

─ 対談：21世紀型オリンピックのための博多湾モデル（福岡オリンピック制

作総指揮室）博多湾モデル誕生まで（磯崎新×石山修武）｜「10＋1」

2006.7

─ 対談：宗教建築の見方、つくり方（石山修武×藤森照信）｜「東京人」

2006.7

─ 今、いちばん大切な本─建築家 石山修武｜「スタジオ・ボイス」2006.11

─ 第2章 客体としてのThing─開放系技術・デザイン論ノート｜

『Anything』［NTT出版／2007］

─ 対談：住むための機械の未来─居住と住居のあいだ（石山修武×布野

修司、司会：新堀学・松村秀一）｜「建築雑誌」2007.4

─ 建築家の版画─建築家・石山修武 銅版画を彫る｜「版画芸術（阿部

出版）」2007.6

─ 清家清―素型としての空間 論─清家清ノート｜「住宅建築」2008.1

─ デッサン・ドローイングの魅力と楽しみ─建築家とドローイング 現実社会

の生活の表現としてのドローイングの連続｜「美術の窓」2008.7

─ 巻頭記事：自給自足の山林農場プラン 都市生活者の趣味趣向の改造

をめざして｜「クォータリーat（太田出版）」2008.9

─ ちくま文庫版解説｜『東京の地霊』［筑摩書房／2009］

─ 森正洋の仕事、その未来｜『森正洋の全仕事』［ランダムハウス講談

社／2009］

─ 脱近代の狼煙 達磨窯─復古運動家・山田脩二の反近代・瓦｜「住宅

建築」2009.3

─ 坂倉準三・住宅設計の系譜─「岡本太郎邸1954」成熟した知的無関

心による産物｜「住宅建築」2009.7

─ エッセイ：女性から視るバウハウスデザイン｜『バウハウス・テイスト バウハ

ウス・キッチン』［美術出版社／2010］

─ 座談会：白井晟一を探して─虚白庵にて（石山修武×鈴木了二×原広

司×藤森照信、司会：中川武）｜「住宅建築」2010.1

─ ユビキタス社会と建築デザイン─映像・情報・社会 フィリップ・ジョンソン

のガラスの家を介して｜「総合論文誌」No.8,2010.1

─ 随筆集：区民農園巡り｜「四季の味（ニューサイエンス社）」2010春

─ エッセイ：わたしのドリトル先生─ドリトル先生動物園倶楽部｜「考える人」

2010秋

─ 対談：ライバルと語る―石山修武氏「科学・技術に頼らない建築の未来

を描く」（藤森照信×石山修武）｜『NA建築家シリーズ04 藤森照信』

［日経BP社／2011］

─ 風景のインフラストラクチャー｜『やきものを積んだ街かど 再利用のデザ

イン』［INAX出版／2011］

─ 連載：表紙イラスト｜「atプラス（太田出版）」No.7,2011.2─

─ TPPから考える─狩漁民のまちから復興を考える｜「現代思想（青土

社）」2011.6

─ 連載：プロムナード｜「日本経済新聞（夕刊）」2011.7.6─（毎水曜日）

─ 震災・原発と新たな社会運動・Review of the Previous Issue─自然

―根本のインフラストラクチャー｜「atプラス」No.9,2011.8

掲載誌凡例
「文化」→建築文化 「住建」→住宅建築 「住特」→住宅特集
「新建」→新建築 「日経アーキ」→日経アーキテクチュア
「JAPAN」→GA JAPAN  「DOC」→GA DOCUMENT
「HOUSE」→GA HOUSES
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